
下水道法第１６条の申請について 
 

 土地の分筆、開発関連区域に入っていない、桝のみの新設、設置替等で敷地内に取付管、

公共汚水桝が入っていないところへ新設、A ブロック取替等の場合に行う工事の申請です。 

 まずは、調査！ 

 ＜調査＞ 

  敷地内に１つでも取付管が入っていないか、下水道台帳で確認し、現地調査して下さ

い。管もしくは桝が無い場合、下記の順序で下水道法第１６条の申請をし、承認を受け

てから工事をすること。台帳調査は、市の担当者に確認してもらって下さい。 

 ＜提出物＞ 

  （承認申請）→（約１週間で承認書発行） 

   ・下水道法第１６条の申請表紙 

・表紙に明記してある添付書類    

・その他、必要書類          各２部 

 

（道路占用、道路使用の申請） 

・下水道課より工事の施工承認書が発行されてから申請の手続きをして下さい。 

 

（工事着工） 

担当者に連絡して下さい→着工届、現場代理人届 

  ※現場状況により市担当者が立会いたします。 

 

（工事完了） 

・工事完成届・目的物引渡し書  

・写真、CD-R 

 ・竣工図（本管布設の場合）マイラー原図  

 

（検査） 

 完了書類を提出後、舗装仮復旧の状態で下水道課の方へ検査の予約を入れて下さい。 

排水設備の工事検査と一緒にすることはできますが、担当が違いますので、 

検査の予約は別にして下さい。その際、一緒にするときは、担当者に連絡のこと。 

 

 

 

 

 



 

（写真について） 

 工事写真については下記の内容について撮影すること。 

 

・ 着工前 

・ 掘削・埋め戻し状況 

・ 支管部穿孔状況と穿孔後 

・ 支管取付 

・ 防護コンクリート 

・ 取付管配管 

・ 公共汚水桝設置 

・ 公共汚水桝蓋 

・ 桝深の測定 

・ 仮復旧 

・ 本復旧 

・ 完成時 

・ 使用材料 

 

その他、必要とされる写真も提出すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



様

京都府八幡市○○△△☆番地-☆

印

なお、本施工承認を受けた公共下水道施設は、八幡市に譲渡いたします。
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φ200㎜　防護蓋付
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※ 1.

2.

《 記 入 例 》

令和○○年○○月○○日

公 共 下 水 道 の 施 設 に 関 す る 工 事 の 施 工 承 認 願

申 請 人

住 所

氏 名 八 幡 太 郎

八幡市○○△△△☆番地-☆ の公共下水道の

施設に関する工事の施工承認願について

上 記 の 件 名 に つ い て 、 下 水 道 法 （ 昭 和 ３ ３ 年 法 律 第 ７ ９ 号 ） 第 16 条 の 規 定 に 基 づ く

施工承認をお願いします。

添 付 書 類 位 置 図

排水計画平面図

排水計画縦断図

構 造 物 詳 細 図

現 況 写 真

工 事 場 所 京都府八幡市○○△△△☆番地-☆ 車 道 歩 道 その他

工 事 内 容 汚水取付管布設工事

工 事 施 工 者 ○ ○ ○ ○ 工 業 ㈱

工 事 期 間 令和○○年○○月○○日 ～ 令和○○年○○月○○日

提出部数は、２部とする。

構造等詳細については、あらかじめ協議すること。

八 幡 市 長

公共汚水桝設置工事

印



八　幡　市　長　　　　様

印

なお、本施工承認を受けた公共下水道施設は、八幡市に譲渡いたします。

１． ①

②

③

④

⑤

２． ( ・ ・ )

３． φ　　　  　㎜　L=　　　　　ｍ

４． 担当 ℡　　　(　　　　)
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※ 1.

2.

上 記 の 件 名 に つ い て 、 下 水 道 法 （ 昭 和 ３ ３ 年 法 律 第 ７ ９ 号 ） 第 16 条 の 規 定 に 基 づ く

令 和 年 月 日

公 共 下 水 道 の 施 設 に 関 す る 工 事 の 施 工 承 認 願

施 工 承 認 を お 願 い し ま す 。

添 付 書 類 位 置 図

排水計画平面図

排水計画縦断図

申 請 人

住 所

氏 名

八幡市 の公共下水道の

施 設 に 関 す る 工 事 の 施 工 承 認 願 に つ い て

構 造 物 詳 細 図

現 況 写 真

工 事 場 所 車 道 歩 道 その他

工 事 内 容

工 事 施 工 者

工 事 期 間 令 和 年 月 日 ～ 令 和 年 月 日

提出部数は、２部とする。

構造等詳細については、あらかじめ協議すること。

印
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ゴム輪受口90度自在支管

保護ｺﾝｸﾘｰﾄ（かぶり10㎝）

本管径 ㎜

ゴム輪受口片受直管VUΦ150

ゴム輪受口自在曲管VUΦ150×θ
（θ=0，15，30，45，60，75）

ゴム輪受口片受直

公共ます 三方向合流

桝径200 流入100 流出150

ﾏｽ用底板

硬質塩化ビニル製ふた 鋳鉄製防護蓋（T‐8蝶番式）

立上り部 VUΦ200

管取りの場合

取付管布設標準図

台座



公共汚水桝 製造方法はＪＩＳ－Ａ－５３１７に準拠するものとし、

八幡市のマークの入った、八幡市型蓋を使用すること。（図１）

また、桝深 h＝１．００ｍ未満についてはφ３５０、

桝深 h＝１．００ｍ以上はφ４５０公共汚水桝を設置すること。

桝深 h＝１．２０ｍを越える場合は、市と協議を行うこと。

取付管接続部は、保護工を設けること。

※1) 注記

図１.八幡市型蓋

※1) h



八　幡　市　長　　　　様

印

１.

２. －

３. ℡ － －

４. ℡ － －主 任 技 術 者

※ 連絡先は、常時連絡のとれる番号を記入すること。

記

施 工 場 所 京 都 府 八 幡 市

許可年月日・番号 令 和 年 月 日

住 所

氏 名

現 場 代 理 人 等 届 出 書

さ き に 承 認 さ れ た 公 共 下 水 道 の 施 設 に 関 す る 工 事 の 、 現 場 代 理 人 等 を 下 記 の と お り

定めたのでお届けします。

現 場 代 理 人

令 和 年 月 日

八下第　　　　号

印



八　幡　市　長　　　　様

印

１.

２. －

３.

４.

(工事責任者) ℡ － －

令 和 年 月 日

着 手予 定年 月日 令 和 年 月 日

八下第　　　　号

工 事 責 任 者

令 和 年 月 日

住 所

氏 名

公 共 下 水 道 の 施 設 に 関 す る 工 事 の 工 事 着 手 届

さきに承認された公共下水道の施設に関する工事は、下記のとおり着手しますのでお届けします。

記

施 工 場 所 京 都 府 八 幡 市

許可年月日・番号

印



八　幡　市　長　　　　様

印

１.

２. －

３.

施 工 場 所 京 都 府 八 幡 市

許可年月日・番号 令 和 年 月 日 八下第　　　　号

検 査希 望年 月日 令 和 年 月 日

住 所

氏 名

公共下水道の施設に関する工事の工事完了届

さきに承認された下記の公共下水道の施設に関する工事が、完了しますのでお届けします。

記

令 和 年 月 日

印



八　幡　市　長　　　　様

印

ます。

１.

２. －

３.

４.

完 了 年 月 日 令 和 年 月 日

検 査 年 月 日 令 和 年 月 日

八下第　　　　号

 　 さきに承認された下記の公共下水道の施設に関する工事目的物について本日付で八幡市に引渡し

記

施 工 場 所 京 都 府 八 幡 市

許可年月日・番号 令 和 年 月 日

令 和 年 月 日

住 所

氏 名

公共下水道工事目的物の引渡し書

印




